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 本稿は、日本語の間接受身文の実例を分析し、間接受身文が成立する際にいくつかの条

件を結論づけたものである。 

 まず、先行研究を概観し、従来の説における問題点を指摘する。主な問題点としては、

非対格動詞が受身にできないという説は正しいのかということと動詞以外に一体どのよう

な要素が受身の成否に関わるのかの二つである。 

 次に、『新潮文庫 100 冊』から、非能格動詞と非対格動詞が作る間接受身文の用例を収集

し、非対格動詞は受身になれないという影山の主張を検証する。結果としては、非対格動

詞が作る受身文も発見した。更に、受身文についてのアンケート調査を実施し、その結果

と従来の研究を比較しながら、非対格動詞が作る間接受身文の特徴をまとめる。 

 最後に、アンケート調査の結果から得たデータと受身文の実例を分析し、間接受身文の

成立に関わる要素を結論づける。分析の方法としては、文法的な要因と非文法的な要因両

方に視点をおいて、論を展開していく。更に、間接受身文の構成成分によって、文法的な

要因を「受身の動詞」と「「ニ」格名詞句」に両分し、非文法的な要因を「文内の他の成分」

と「文脈的な要因」に分け、順に分析していく。 

 結論としては、以下のようにまとめられた。 
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